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表裏が異なるコイン（最難関） 

 

 下の図のような，両面に数字をきざんである５枚のコインがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 はじめに，この５枚のコインをどちらかの面を 表
おもて

にして重ねます。例えば下の図のように一番上の数字

が３の場合，コインを上から３枚重ねたまま取って，ひっくり返したうえで残りの２枚のコインの上に重ね

ます。 

 

 

 

 

 

 この操作を繰り返して，数字の１が一番上にきたら，終わりにします。次の問いに答えなさい。 

 

（１）１回の操作で終わりになるようなコインの重ね方は何通りありますか。 

 

（２）１回目の操作によって一番上の数字が４になり，つづいて２，３，１となって終わるようなコインの

重ね方は何通りありますか。 

 

（３）１回目の操作によって一番上の数字が２になり，つづいて３，１となって終わるようなコインの重ね

方は何通りありますか。 

 

  

最難関問題 

１ ２ ３ 

５ １ ２ ３ ４ 

４ ５ 

３ ５ 

４ 

３ ひっくり返して 

上に重ねる 



https://jukensansuu.org 

 

表裏が異なるコイン（最難関） （１）６７２通り （２）４通り （３）２０通り 

 

（１）一番上の数字が２の場合，次のように，２枚目の裏の数字が１であれば，１回の操作で終わりになり

ます。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５ 

表 ２ △    

裏 ○ １    

 

   このとき，（○，△）＝（１，５），（３，２），（３，５）の３通りです。また，３～５枚目について

は残りの３枚のコインの並びかえで３×２×１＝６（通り），それぞれのコインがどちらを表にして重

ねてあるのかで２×２×２＝８（通り）ですから，３×６×８＝１４４（通り）です。 

一番上の数字が３の場合，次のように，３枚目の裏の数字が１であれば，１回の操作で終わりになり

ます。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５ 

表 ３     

裏   １   

 

   片面の数字が３であるコインは２・３のコインと３・４のコイン，片面の数字が１であるコインは 

１・２のコインと５・１のコインなので，１枚目と３枚目のコインの選び方は２×２＝４（通り）です。

２，４，５枚目については残りの３枚のカードの並びかえで３×２×１＝６（通り），それぞれのコイ

ンがどちらを上にして重ねてあるのかで２×２×２＝８（通り）ですから，４×６×８＝１９２（通り）

です。 

   一番上の数字が４の場合は３の場合と同様に１９２通り，５の場合は２の場合と同様に１４４通りに

なるので，（１４４＋１９２）×２＝６７２（通り）です。 

  

最難関問題 
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（２）順を追ってさかのぼっていくと，つぎのようになります。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

表 １      ３     

裏         １   

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

表 ２      ４ １ ３   

裏  ３ １     ○ △ ２ □ 

 

最初にコインを重ねたときに一番上だったのは○，△，□のどれかです。○は２枚目の裏になってい

るので２，△は３，□は５ですから，△は表が３なのでうまくいきません。○が２の場合は次の２通り

です。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

表 ４ １ ３ ３ １  ４ １ ３ ３ ５ 

裏 ５ ２ ４ ２ ５  ５ ２ ４ ２ １ 

 

   □が５の場合は次の２通りです。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

表 ４ １ ３ １ ４  ４ １ ３ ３ １ 

裏 ３ ５ ２ ２ ５  ５ ２ ４ ２ ５ 

 

   よって，４通りです。 

  

最難関問題 
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（３）（２）の途中から考えると，２が一番上になったときの他のコインの様子は次のようになります。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５ 

表 ２     

裏  ３ １ ○ △ 

 

  １つ前に一番上であった数字は，○＝４か，△＝５ですから，その時の様子は次のようになります。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

表 ４ １ ３    ５  １ ３  

裏 ☆   ２   ☆    ２ 

 

一番上が４の場合，４の裏の☆＝３のときは次のようになるので，５枚目のコインは４・５で，表裏

を考えて２通りです。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５ 

表 ４ １ ３ １  

裏 ３ ５ ２ ２  

 

   ４の裏の☆＝５の場合。２枚目の１の数字の裏が２の場合は，５枚目のコインが１・５で，表裏を考

えて２通りです。１の数字の裏が５の場合は，３枚目の３の数字の裏の○に注目をしてさらに場合分け

をします。○＝２の場合，△＝１なので，５枚目のコインが３・４で，表裏を考えて２通りです。 

  ○＝４の場合，△は１か３で，それぞれ５枚目のコインが表裏を考えて２通りあるので， 

２×２＝４（通り）です。 

 

枚目 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

表 ４ １ ３ ３   ４ １ ３ △  

裏 ５ ２ ４ ２   ５ ５ ○ ２  

 

   以上より，２×３＋４＝１０（通り）です。一番上が５の場合も同様に考えていくと１０通りになる

ので，１０×２＝２０（通り）です。 

最難関問題 


